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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
地質環境への長期影響が低い建設材料を地下環境に適用し、処分場の地下施
設建設に使用可能な性能を持つこと確認。地下研での設計・施工結果を踏ま
えた堆積岩における処分場地下施設の設計・施工管理技術の構築。 

例えば  

低アルカリ性セメントを支保材として施工し、作業性、初期強度発現
状況から、処分場の地下施設建設に使用可能な材料であることを確認
した。 

地下研建設時の計測や解析評価の経験を踏まえた処分場の地下施設の
設計・施工管理技術(立坑、水平坑道、耐震設計及び管理）を取りまと
めた。 

原位置の地質環境を考慮して人工バリア性能確認試験に使用する緩衝
材、模擬オーバーパック、埋め戻し材、プラグを設計し、その性能を
確認するための試験計画を策定した。 

 （結晶質岩に関わる人工バリア及び埋め戻し材等の設計・施工につい 

  ては、釜石鉱山での人工バリア試験、カナダURLでのトンネルシーリ 

  ング試験や海外の原位置試験を参考に取りまとめ中） 

成果ダイジェスト メッセージ案（処分場の工学技術） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

地下環境で取得されたデータに基づく堆積岩における人工バリ
ア及び埋め戻し材/プラグの設計・施工管理技術の構築。社会で
受け入れやすい（or社会との認識共有に向けた)処分場概念オプショ
ン構築技術の提示。 
 

例えば 

セメント材料の地質環境への影響評価モデル作成に資する
原位置データの取得。 
人工バリア及びシーリング性能に関わる長期評価手法の開発及
び地上で性能が確認された施工技術の地下環境での実証。 
地下環境における処分場概念オプションの成立性に関する基盤
技術の実証。 

今後の課題 メッセージ案（地層処分研究開発） 
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